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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

· インフルエンザと感染症に関するお知らせが、病棟に届いています。『感染症に関するお知らせ』のファイルにはさんでいるので、各自、見て下さい。

· ３/４千葉忠夫氏の講演会があります。興味のあるスタッフは参加するようにしてください。
· 本日、病棟ラウンドにて、他病棟で物の管理の仕方について、指摘がありました。病棟の物と患者様の物は、区別して、危険な物は患者様の手の届かない場所へ保管するようにしましょう。
又、洗剤等は、あまりストックを置き過ぎないようにしましょう。

· 身だしなみチェックの再チェックがあります。自己チェックで出来ていない箇所は改善するようにし、制服の中に着る衣類の色などにも気を付けていきましょう。

· 今後、施設入所の検討を行っていく患者様については、御家族面会時等に介護認定を受けているか、更新はされているのかを確認していくようにして下さい。

· 栄養より、最近、食器の破損が多く見られているとの指摘がありました。病状により、食器を投げてしまう患者様は十分に注意し、食事が終了したら食器の回収を行っていくようにしましょう。栄養Ｔの方でも割れにくい食器の検討を行っていくとの事です。本日の夕より食器・時間を変え提供してみるとのことです。明日のカンファレンスで再度検討してください。

＜患者様連絡事項＞

・内城　由蔵様～２/２５（水）退院予定となっています。退院時療養検討会は２/２４（火）へ変更となっています。御家族へ退院時間を伝えていますが、不安であるとのことで、当日、担当のスタッフは、朝にもう一度、御家族へ連絡を入れて下さい。

・田端　玲子様、山下　ヨシ様～排便コントロールの為、シンラックが１本ずつ処方と　　　　　　　　　　　　なっています。

・荒屋敷　チエ様～腰痛の訴えあり、主治医へ情報提供しています。様子観察の指示あ

り。立ち上がり動作が困難な様子見られてます。転倒、転落に注意

していきましょう。

・斎藤　数子様～２/２１（土）退院となりますが、介護認定の期限が切れていた為、入院延期となっていました。本日介護認定の更新が終了し、14：00　南山苑入所の為退院となっています。

・木ノ下　ツヨ様～本日、八戸赤十字病院眼科へ受診されています。受診の結果、糖尿

病の状態も知りたいとの事で、今後、当院へ問い合わせがあるとの

事です。その結果を踏まえて、手術を検討していくとの事です。

又、SWと御家族で今後について、面談をしています。

＜週間連絡＞

月曜日　斎藤　数子様　退院予定（南山苑へ）

　　　　木ノ下　ツヨ様　八戸赤十字病院受診

火曜日　リネン交換

　　　　内城　由蔵様　退院時療養検討会

水曜日　皮膚科診察

内城　由蔵様　退院予定（南山苑へ）

　　　　北山　和子様　ハロマンス

木曜日　向山　忠義様・見付　喜久様のマーゲンチューブ交換

金曜日　肥満プログラム

土曜日　SST

＜年間担当業務報告＞

＜担当業務＞

SST

＜業務内容＞

・月ごとの課題を考え、ＳＳＴをスムーズに実施する。

· 毎月の用紙の準備と総括記載後の心理士、主治医への提出までの管理。

· メンバー表などのデーターの記録管理及び評価、検討

＜下半期報告＞

· SST参加患者様に対しての意識向上のため、SSTカードを作成し、SSTの参加意識向上を図る。（平成21年2月より開始）

・２/１２　カンファでのSST勉強会実施。

・セッションに関して、計画書を各月に作成。

＜上半期から下半期への改善点＞

・心理士への提出を早急に行い、提出後の記載漏れがあり戻ってくる事があったが、早期に対応した。

· 参加患者様に関しては、上半期は参加拒否等が見られ、不参加となる患者様が居た。

しかしSST実施スタッフが開始時間前、早めに声掛けする事で、参加場所に来られ、実施する患者様には、全員参加出来た。（バイタルサインの異常が無い時）

· SSTの実施内容に関しては、試行錯誤し内容を決めていった。

＜来年度担当者への申し送り事項＞

　SSTの参加率については、月に１度各病棟担当スタッフが集まり、検討していきますので宜しくお願いします。

　ＳＳＴの計画については延滞なくお願いします。

　

　　　　







